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平成26年四市複合事務組合議会第1回臨時会会議録 

 

◎議事日程 

  平成26年11月25日（火） 

   午後2時開議 

諸般の報告（議案等の送付、出席通知） 

管理者の招集挨拶 

第1 会期決定の件 

第2 議案第1号 平成26年度四市複合事務組合補正予算 

第3 会議録署名議員の指名 

       …………………………………………………………………………………………………… 

◎本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

 

     午後2時1分開会 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） 出席議員数が定足数に達

しておりますので、ただいまから、平成26年四市複合

事務組合議会第1回臨時会を開会いたします。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） これより会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） この際、諸般の報告をい

たします。 

 報告事項は、お手元に配付したとおりであります。 

     ［諸般の報告は巻末に掲載］ 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） ここで、管理者に臨時会

招集の挨拶をお願いいたします。 

   ────────────────── 

○管理者（松戸徹市長） 本日は、各市の市議会開会

中、もしくは市議会開会前の大変お忙しい中にご出席

を賜りまして、まことにありがとうございます。 

 また、日ごろより四市複合事務組合の事業に対しま

して深いご理解とご支援を賜っておりますこと、改め

て感謝を申し上げる次第でございます。 

 本日は、第2斎場整備事業関連の平成26年度四市複合

事務組合補正予算案のご審議をお願いいたしたく、平

成26年四市複合事務組合議会第1回臨時会を招集させ

ていただきました。 

 第2斎場整備事業につきましては、本年8月21日に開

催した組合議会第2回定例会におきまして、八千代市桑

橋での事業計画の中止に伴う事業費を減額する補正予

算を議決いただきました。また、議員発議による第2

斎場の事業推進に関する決議が可決をされているとこ

ろでもございます。これを受けまして、翌22日に組合

より習志野市に対し、第2斎場建設用地の提供について

のご検討を要請いたしましたところ、11月7日付で習志

野市から候補地の提示がございました。組合といたし

まして、提示されました候補地について、組合がさき

に提示しておりました5つの条件に適合しているかな

どを確認いたしまして、当該候補地を第2斎場建設予定

地とする判断をいたしたところでございます。これに

つきましては、各市にその旨通知をさせていただきま

した。 

 第2斎場の平成31年10月の供用開始という目標を達

成するためには、急遽ではありましたけれども、四市
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複合事務組合第1回臨時会を招集いたしまして、習志野

市から提示のありました候補地での事業予算を改めて

計上する必要があり、補正予算案を本議会に上程させ

ていただいた次第でございます。なお、建設予定地に

つきましては、その立地上、津波、交通アクセス等の

懸念について、幾つか事務局に寄せられているようで

ございますけれども、事業推進に当たりましては、関

係各機関と協議をしながら対応してまいりたいと考え

ております。皆様方のご理解を賜りますよう重ねてお

願いを申し上げる次第でございます。 

 そして、最後になりますが、大変時間のない中で迅

速に候補地を選定していただいた習志野市のご努力に

深く敬意を表しますとともに、感謝を申し上げまして、

臨時会招集の挨拶にかえさせていただきます。よろし

くお願いいたします。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） これより日程に入ります。 

 日程第1、会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本臨時会の会期は、本日1日としたいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

     ［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田中真太郎議員） 異議なしと認めます。 

 よって、本臨時会の会期は、本日1日と決しました。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） 日程第2、議案第1号平成

26年度四市複合事務組合補正予算を議題といたしま

す。 

     [議案第1号は巻末に掲載] 

○議長（田中真太郎議員） 提出者から説明を求めま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（林田豊） それでは、議案第1号平成26

年度四市複合事務組合補正予算についてご説明させて

いただきます。 

 初めに、第2斎場整備事業に係る8月21日の第2回定例

会以降の経過についてご説明させていただきます。 

 8月21日の第2回定例会におきまして、八千代市桑橋

での第2斎場建設計画中止に伴う関係事業費を減額す

る補正予算が可決されております。また、議員発議に

よる第2斎場の事業推進に関する決議が可決されたと

ころでございます。これを受けまして、翌8月22日、習

志野市に対し、新たな第2斎場建設用地の提供に係る検

討をお願いしたところ、11月7日付で第2斎場建設候補

地の提示がございました。組合では、さきに示しまし

た条件でございます平成31年10月までの供用開始が可

能な用地であること、敷地面積が2万5000平米以上確保

できること、土地境界が確定していること、ライフラ

インが整備されていること、5番目としまして、千葉県

供給処理施設基準及び用地所在市の墓地等の経営の許

可等に関する条例等に適合していること、この5つにつ

きまして、習志野市から提示のありました候補地が適

合しているかどうか、また、回答書にあわせて記載の

ありました付記事項につきまして精査をいたしたとこ

ろ、細部については、今後、付記事項に配慮しつつ協

議していく必要があるものの、特段の支障がないとい

うことから、当該候補地を第2斎場予定地とする判断を

いたしたところでございます。そこで、構成市に第2

斎場建設候補地の受け入れについて通知したところで

ございます。 

 なお、津波や交通アクセスなどの懸念についてでご

ざいますが、津波につきましては、東日本大震災後に

改定されました千葉県の東京湾沿岸海岸保全基本計画

において、浦安市から袖ケ浦市までの沿岸部の津波の

最大水位は3.1メートルと想定されております。同候補

地の海抜は詳細な調査をしませんとわかりませんが、

地図上ではおおよそ4メートル程度でございます。いず

れにいたしましても、現在、国の中央防災会議首都直

下地震対策検討ワーキンググループの最終報告を受

け、見直しがされていると聞いております。今後、基

本設計の中で、国や県、習志野市の防災計画を踏まえ、

対応していきたいと考えております。また、交通アク

セスにつきましても、地元習志野市や関係機関と協議

をしてまいりたいと考えております。 

 これらを踏まえまして、第2斎場の平成31年10月供用

開始という当初目標を達成するために、早急に整備事

業を進める必要がございますことから、調査業務など

の委託費を計上する補正予算を上程するものでござい
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ます。 

 経過につきましては以上でございます。 

 それでは、お手元の資料の平成26年度四市複合事務

組合補正予算書の1ページをごらんください。 

 平成26年度補正予算は、第1条の歳出予算の補正と第

2条の債務負担行為の補正でございます。 

 2ページをごらんください。第1表、歳出予算補正で

ございます。4款衛生費、1項斎場費を1,577万円増額し、

6款予備費、1項予備費で同額減額するものでございま

す。歳出の総額は変更がなく、13億6015万円でござい

ます。 

 次に、3ページの第2表、債務負担行為補正でござい

ます。次年度以降まで継続契約する3業務委託につきま

して、債務負担を設定し、それぞれ期間と限度額を定

めるものでございます。 

 4ページ以降に歳出予算事項別明細書がございます。 

 5ページをごらんください。補正いたします歳出予算

科目は、4款衛生費、1項斎場費、3目第2斎場整備費、

13節委託料で1,577万円を増額補正いたします。また、

6款予備費、1項予備費、1目予備費で、増額した額と同

額の1,577万円を減額補正するものでございます。 

 なお、補正対象の委託料の内訳でございますが、別

紙の平成26年度四市複合事務組合補正予算参考資料の

ほうをごらんください。第2斎場の平成31年10月の供用

開始に向けまして、早急に進めなければいけない事業

でございます、6番目の（仮称）第2斎場建設工事設計

業務委託料（新予定地）と7番目の（仮称）第2斎場環

境影響評価調査業務委託料（新予定地）につきまして、

表頭Ｅの補正額の欄にありますとおり、平成26年度分

として、それぞれ1,626万円と221万円を増額補正する

とともに、その右側の欄のとおり債務負担を設定し、

それぞれの期間を平成28年度まで及び平成27年度まで

といたします。翌年度以降の支払い限度額は、表頭Ｈ

の債務負担の計の欄のとおり、1億5074万円と714万円

といたします。また、平成26年度の単年度事業で予算

計上しておりました5番目の（仮称）第2斎場火葬炉設

備選定支援業務委託料につきましては、年度内の完了

が難しいとの判断から、2カ年の継続契約といたしまし

て、予算を2カ年に振り分け、270万円を減額補正し、

翌年度に送るとともに、債務負担を設定するものでご

ざいます。これらを合計した補正額は一番下の行のと

おり、1,577万円の増額となります。 

 これに伴いまして、今後のスケジュールにつきまし

ては、基本計画の見直しをしてみませんとちょっとは

っきりいたしませんが、現時点の予定では、平成27年1

月から設計業務、環境影響評価調査業務に着手しまし

て、平成27年度下半期から平成28年度上半期にかけて

都市計画決定手続を行い、都市計画決定後に用地を取

得します。工事につきましては、平成29年度第1・四半

期に着工し、平成31年度第2・四半期の初めごろに竣工、

平成31年10月に供用を開始する予定でございます。 

 事業費につきましては、基本設計をしてみませんと

はっきりした数字がわかりませんが、八千代市での事

業費から推計しますと、概算ではございますが、現段

階で100億円弱程度と試算しておるところでございま

す。 

 今後、基本計画の見直し案や基本設計の見直し案が

でき次第、関係市並びに議員各位にご説明してまいり

たいと考えております。 

 以上が平成26年度補正予算についての説明でござい

ます。 

   ……………………………………………… 

○議長（田中真太郎議員） これより質疑に入ります。 

 質疑の際は、補正予算書のページを明示の上、質疑

をお願いいたします。 

 質疑はありませんか。 

 岩井議員。 

○5番（岩井友子議員） 質問に入る前に、習志野市さ

んのほうでのご努力に本当に助けられたなというふう

な思いをしております。計画が速やかに進められるこ

とを期待して、質問させていただきたいと思います。 

 まず、基本計画の見直しのことなんですけれども、

どの程度の見直しになっていくのか。最初からつくり

直すというのではなくて、見直しということなので、

どういう見直しを考えているのかというのが1点。 

 それから、その見直しの中には、例えば火葬炉の15

基とか15室の控室とか、それから4つの式場というのが

八千代の計画ではありましたけれども、このあたりが
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このままで行われるのか、それとも、そのあたりも含

めた見直しになっていくのか、そこを1つお聞かせくだ

さい。 

 それから、きょう、実は現地を見てきたんですけれ

ども、これから設計に入るに当たって、出入り口がど

こになるのかというのが不明でした。いただいた地図

を見ますと、海沿いの側から道路をつけて入っていく

のか、それとも、今既存の道路を使って出入り口にし

ていくのか、そのあたり、出入りをどうするのか。 

 行きどまりの道路になっていますよね。行きどまり

になっていて、その先は港湾施設用地になっているん

だと思いますけれども、そのあたりをどんなふうに考

えているのかということと、それから―幾つも済み

ません、まとめて言っちゃいますね―習志野市さん

のほうから受け入れの考察ということで、付記事項と

いうことで、道路の問題で、特に利用者が生活道路を

通行しないように、できるだけ主要幹線道路を通行し

というふうになっているんですけれども、具体的に言

うと、どの道路を使ってくれというふうに言われてい

るのかよくわからなかったものですから、そこのとこ

ろは、どこの道路のことを言っているのか。 

 それと、ハミングロードの整備にご協力をお願いし

たいというふうになっているんですが、いい公園があ

るなというふうに行ってみて感じたんですが、これは

途中でとまっていて、そこから先は隣の建物だとか、

いろいろ出ていますから、海岸沿いをずぼっと突き当

たりまで延ばす、もしそういう事業計画であるとする

と、これは大変大規模な事業計画だと思いますし、そ

のあたりのハミングロード計画がどの程度のものなの

か、どの程度四市に要請されているのか、そのあたり

がもしわかればお願いします。 

○議長（田中真太郎議員） それでよろしいですか。 

○5番（岩井友子議員） 以上です。 

○議長（田中真太郎議員） 事務局長。 

○事務局長（林田豊） 岩井議員からいっぱい質問が

ありまして、抜けていたら言ってください。 

 まず、基本計画の見直しというお話ですけれども、

八千代市で行いました計画が習志野市というふうに場

所が変わりましたので、炉の数とかそういうものにつ

いては、馬込の改修もございますので、基本的にその

辺を想定したものとしてつくっておりますので、その

辺は持ってこようということでの見直しになると思い

ます。ですので、具体的にどの部分まで見直しするか

は、その辺はまだはっきりしておりませんけれども、

八千代市から習志野市と、道路の交通にしても当初の

予定と違っておりますので、その辺をちょっと見直し

をかけていくということでございます。具体的に言え

なくて申しわけないです。 

 それから、進入路の関係ですけれども、確かに行き

どまりになっております。行き過ぎてしまった場合の

回転スペースがあるかどうかとか、そういうことも若

干出ておりますけれども、こちらにつきましても、道

路管理者の習志野市さんと協議をしていこうというこ

とでございます。具体的にこれからどうするというの

は、これからそれぞれの所管課と協議をするというこ

とになってくるかと思います。 

 それから、付記事項の主要幹線道路について、どこ

を指すのかというのも、これから具体的に所管課と協

議に入るということでございます。 

 あと、ハミングロードにつきましても、これは習志

野市の緑の基本計画だったと思うんですけれども、そ

ちらの計画の中で延伸されるというふうに書かれてお

りまして、では、具体的にどのぐらいの幅で、どのぐ

らいになるかというのは、こちらのほうで今確認はし

ておりませんが、海沿いをずっと走るという延伸をさ

れるということでございますので、そちらについても

所管課のほうとこれから協議ということになるかと思

います。 

 済みません、具体的ではありませんけれども、これ

から全て協議という形になっていきます。 

 以上です。 

○議長（田中真太郎議員） ほかに質疑はありますか。 

 岩井議員。 

○5番（岩井友子議員） 協議中のことが多いというこ

とで、ちょっと心配だなという、心配な感じがしまし

た。 

 まず、炉の数の変更というのはあるのかどうか、そ

こをお尋ねしたいんですが、どうでしょうか。 
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○議長（田中真太郎議員） 事務局長。 

○事務局長（林田豊） 炉の数につきましては、基本

的に、20年スパンで考えるというのが都市計画上の火

葬炉という形になっておりますので、基本的に15基で

今のところ考えております。ただ、これから基本計画

を見直ししながら、その後に基本設計も見直ししなけ

ればいけないものですから、全部すぐにやるかどうか

というのは、基本設計の中でまた考えていかなければ

いけないことだと思っております。 

○議長（田中真太郎議員） 岩井議員。 

○5番（岩井友子議員） 炉の数はわかりました。 

 それから、主要幹線道路ですとか、これから協議で

も、かなり大きな課題があるんだなというのがわかっ

たんですが、そのあたりをうまく進めていく何か見通

しというのはどうなんでしょうか。 

○議長（田中真太郎議員） 事務局長。 

○事務局長（林田豊） これから実際に具体的な話に

なってくると思います。やはり双方で一番いい方法を

考えていかなければいけないと思っておりますので、

また関係市、構成市でありますほかの市もございます

ので、皆さんと協議しながら進めていきたいというふ

うに思っています。 

○議長（田中真太郎議員） ほかに質疑はありますか。 

 泉川議員。 

○2番（泉川洋二議員） ちょっと疑問に思ったので、

大筋なことじゃないんですけれども、ちょっと枝葉末

節のようなところで大変恐縮なんですけれども、1点お

聞かせいただきたいと思います。 

 補正予算の参考資料のほうに書いてあるんですが、

これの5番目、（仮称）第2斎場火葬炉設備選定支援業務

委託料が500万円ありまして、もともと500万円を計上

して、そのうち270万円を債務負担行為で27年度に回す

予定だと思うんですが、まず1点目として、業務の中身

についてお聞きしたいと思います。 

 そしてまた、債務負担行為によって、何で2カ年もか

かるのか。多分、どういう炉がいいよというアドバイ

スをいただくような業務だと思うんですけれども、こ

れがなぜ2年かかるのかということと、通常だと、委託

業務というと、成果物が出てきて、それに対して一括

でお支払いするというのが一般的かなと思うんですけ

れども、この金額を振り分けた意味合いとか、そこら

辺についてお伺いします。 

○議長（田中真太郎議員） 第2斎場整備室長。 

○第2斎場整備室長（吉野裕重） ただいまご質問の支

援業務委託の内容でございますけれども、これは火葬

炉の選定を今後行うに当たりまして、その事前の業務

ということで考えておりますのは、プロポーザル方式

等を実施する上での支援業務ということになります。

具体的な内容につきましては、プロポーザルを行う場

合には、性能、いわゆる仕様書づくり、それからそれ

に対しての提案の評価、そういった行為を行いますの

で、それの事前の準備ということになります。当然、

プロポーザルに限らず、どういった発注方式がいいか

というのもあわせて検討する考えでおります。 

 それから、期間の問題でございますが、当初、今年

度で予算を計上いたしまして、年内で実施する予定で

おりましたが、ご承知のように、今が11月で、どう早

く進めても、12月に発注の業務を行いますと、実質的

には1月からの作業開始になろうかと思います。そうな

りますと、年度内残り3カ月の中では、この支援事業を

仕上げることができませんので、27年度までかかって

しまうということでございます。 

 以上です。 

○議長（田中真太郎議員） ほかに質疑はありますか。 

     ［「質疑なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田中真太郎議員） 質疑なしと認めます。 

 よって、質疑を終結いたします。 

   ……………………………………………… 

○議長（田中真太郎議員） これより討論に入ります。 

 討論はありますか。 

     ［「討論あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田中真太郎議員） 岩井議員。 

○5番（岩井友子議員） 賛成の立場で討論をさせてい

ただきます。 

 急な計画の変更ということで、候補地の選定に当た

っては、習志野市さん、関係者の皆さんのご努力は本

当に大変なものだったというふうに思いますが、今回、

こうした形で補正予算を組むことができるようになっ
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て、本当によかったなというふうに思います。 

 これからの計画の遂行に当たってなんですが、新し

いところに計画変更ということでは、まだまだ解決し

なければならないことがたくさんあると思います。特

に道路の問題というのは大きな問題だと思いますし、

それから、ハミングロードの事業計画の取り扱いをど

の程度四市のほうでやっていくのかということは、船

橋市に馬込斎場もありますので、そのあたりでバラン

スを欠くようなことになったら困るなというふうにも

感じております。そのあたりはきちっとした、誰にも

説明がつくような、そういう計画の遂行をしていただ

きたいということを要望して、賛成といたします。 

○議長（田中真太郎議員） ほかに討論はありますか。 

     ［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（田中真太郎議員） 討論なしと認めます。 

 よって、討論を終結いたします。 

   ……………………………………………… 

○議長（田中真太郎議員） これより採決に入ります。 

 本案を原案どおり可決することに賛成の方の起立を

求めます。 

     ［賛成者起立］ 

○議長（田中真太郎議員） 起立多数であります。 

 よって、本案は原案のとおり可決することに決しま

した。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） 日程第3、会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員に清水聖士議員及び宮本泰介議員を

指名いたします。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） 以上で、本臨時会の会議

に付された事件の審議は全部終了いたしました。 

   ────────────────── 

○議長（田中真太郎議員） これをもちまして、平成

26年四市複合事務組合議会第1回臨時会を閉会いたし

ます。ありがとうございました。 

     午後2時29分閉会 

   ────────────────── 
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